
議会報告会報告書 

開催日時 平成３０年１０月１９日（金）午後７時３０分 終了：午後９時 

開催場所 加賀野公民館 

対象団体 加賀野地区振興協議会 

参加人数 ２０人 

班 構 成 Ｂ班 
中野 進 安実隆直 永井徹史 北嶋章光 村本一則 宮岸美苗

西川寿夫 

役割分担 

司会：北嶋章光  

挨拶：村本一則 

報告：議会改革／西川寿夫  総務企画／中野 進  文教福祉／安実隆直 

産業建設／宮岸美苗  特別委員会／永井徹史 

（質問１） 

道の駅めぐみ白山はうまくいっているのか。売っている物もスーパーと変わらず、レス

トランにしても目立った物がない。通行量が多いので、もっといっぱいになるかと思って

いたが、ゴールデンウイークだけだった。ドッグランや遊具を増やすなど、ファミリーが

くつろげる設備も必要ではないか。もっと市を挙げて手を加える覚悟が必要だと思う。 

（答弁１） 

道の駅については十分協議している。先般の委員会で４月から９月までの半年の数字が

出され、売り上げはほぼ当初の計画を見込めるということだが、施設利用者は見込みより

も少なかった。いい施設なので多くの人に利用していただきたいと思っており、そのため

には多くの人の意見を反映させ、よりよいものにしたいと考えている。 

（答弁２） 

一人でも多くの人に足を運んでいただければありがたいと思っている。今後は当委員会

においても、そういった声があるということを伝え、いいものにしたいと思う。 

（答弁３） 

悪口ばかりを言っていても風評被害があるので、褒めるところは褒めてほしい。一木地

区では道の駅に対しての意見をまとめて提出している。加賀野地区でも意見書を提出して

いただければ、それに議会も後押ししていくことをやっていきたいと思っている。 

（質問２） 

水道料金の値上げをしなくてもいい期間はいつまでなのか。 

（答 弁） 

水道事業に関しては平成４４年までの１５年間、下水道については今後１０年間の経営

戦略が立てられており、少なくともこの期間中は、突破的な災害などが起きない限り値上

げをしなくてもよい計画に基づいて行われている。 

（質問３） 

地下水は貴重な水源なので、地下水の保全を真剣に考えるという意味で、議会としても

条例を制定するよう、市のほうに働きかけていただきたい。 

（答 弁） 

地下水は恵まれた資源ではあるが、限られた資源でもある。しっかりとコントロールし

ていくような、白山市独自の条例の制定に向けて、議会としても取り組んでいきたい。 



（質問４） 

国が農地を保全している方向にいるかというと非常に疑問がある。地域と地域の発展の

ためにも、農地をしっかり保全していくことを議会としても市に注文をつけてほしい。 

（答 弁） 

農地の保全は都市計画にも関係していくことになる。特に圃場整備した農地は農業振興

区域ということで、本来なら農地の開発や転用ができない区域になる。国のほうも虫食い

状態での開発はすべきでないと言っており、今後、農村地域の一部の農地を開発すること

は非常に難しい状況になってくると思っている。そういった意味では農地保全が進むので

はないかと思う。 

（質問５） 

はくさんタニタ健康倶楽部ポイント制度については、アドバルーンとしてはいいことだ

と思うが、市内にもいろんな団体があり、各地区でも高齢者の体操クラブなど頑張ってい

る。なぜタニタだけなのか。ポイントで釣るようなやり方を行政がするべきなのかという

思いがある。健康の状態でもいろいろな人がいる。何でも一つにしないでいろんな角度で

健康づくりとか予防をもう少し工夫してほしい。 

（答 弁） 

体の状況や年齢など違うのは当然で、市もタニタに限らずいろんな施策、事業を展開し

ている。このタニタの取り組みについては、現在やっていることもあり、せっかく始めた

事業なので広めていきたいということもあり承認した。議会としても何でもかんでもタニ

タとならないよう、監視していかないといけないと思っている。 

（質問６－１） 

白山総合車両所の関係で国から予算がついて、市のほうからある程度、建てる物の発表

もあったように聞いている。市にはプロジェクトチームができているが、議員の皆さんは

どのようにそのプロジェクトチームと接し、どのような質問をしているのか。 

（答 弁） 

車両所を活用して海外から観光客を入れて宣伝していこうということを含めて、ビジタ

ーセンターという話が出た。これは国の中で予算化されたことではなく、予算をつける前

段階ということで理解をしていただきたい。 

（質問６－２） 

そういう状況の中で、いつごろ着手することになるのか。 

（答 弁） 

６月時点で車両所活用による振興ということで、ビジターセンターや西松任駅などを盛

り込んだ中間的なとりまとめが終わった。この案をどのように進めていくか、費用負担を

どうするのかという折衝を繰り返しやっている。市としては費用負担をできるわけではな

いので、できればＪＲに負担していただきたいと思っている。まだ交渉中であることから

最終的にどうなるのか我々にも知らされていない。結論を先延ばしというふうには取り組

んでいないので、出せる段階になれば報告したいと思っており、まだそういう状態だとい

うことでご理解をいただきたい。 

 

 

 



（質問７） 

黒瀬町に野球場の敷地が確保されているが、４年間ほったらかしになっている。野球場

はできないという話にもなっているが、今後はどうなるのか。 

（答弁１） 

松任駅北相木第２土地区画事業の計画も徐々に進んでいる状況であり、それが確定すれ

ば野球場を建設するということになる。 

（答弁２） 

相木野球場の代替という位置付けで議会も承認した経緯がある。その前提条件が整えば

建設することになる。土地区画整理事業も、今年中にはある程度進むのではないかという

ふうに聞いている。 

（質問８） 

政務活動費は月６万円で、年間７２万円ということだが、他の自治体はどれぐらいなの

か。 

（答 弁） 

金沢市は月１６万円で年間１９２万円。野々市市は月２万円で年間２４万円。能美市は

月５万円で年間６０万円。小松市は月７万円で年間８４万円。加賀市は月８万円で年間９

６万円。 

（質問９） 

教職員の時間外勤務は、教職員が足りないことが原因だと思っている。タイムレコーダ

ーを導入してから変わったということだが、以前はタイムレコーダーを使っていなかった

のか。 

（答 弁） 

これまでタイムレコーダーはなかった。出勤簿か何かで対応していたが、議会からも質

問があったことから、今年から導入した。 
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